
補助資料Ｊ－イ－ア              東京都八丈島八丈町立大賀郷小学校 

特別活動 全体計画 
学校の 

教育目標 
○ 自ら学びよく考える子     ○ 豊かな心と 丈夫な体をもつ子     ○ 島を愛し 世界を理解する子  

 

特別活動 

の目標 

○ 様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら、課題を解決することを通して、行動の仕方を身

に付けたり、意思決定したりすることができる資質・能力を育成する。 

○ 集団活動を通して身に付けたことを生かして、自己の生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

目指す 

子ども像 
○ 自ら学びよく考える子     ○ 豊かな心と 丈夫な体をもつ子     ○ 島を愛し 世界を理解する子 

 

特別活動 

の 

重点目標 

○ 学級活動においては、集団生活を営むための望ましい行動の仕方を身に付けさせるために、日常の生活や学習への適応指導や健康・

安全及び食育指導を充実させる。 

○ 児童会活動では、思いやりの心や社会性を育てるために、委員会の常時活動の他、「あいさつ運動」、「ユニセフ運動」等、児童の創意

を生かした自治的活動を促す。 

○ 思いやりの心と規範意識及び自己肯定感を育てるために、クラブ活動、集会活動を実施するとともに、異学年交流活動として、児童

が主体的に企画運営できる活動を設定し、縦割り班活動による全校集会、遠足等を活性化する。 

○ 望ましい人間関係や社会参画の態度を育成するために、話合い活動（学級活動）を系統的に指導し、充実を図る。 

  

      

 

学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事 

目
標 

生活をよりよくするための課

題を見だし、解決するために話

し合ったり、自己の課題解決や

将来の生き方を描くために実践

したりする資質・能力を育成す

る。 

異年齢の児童同士で協力し、

学校生活の充実と向上を図るた

めの諸問題の解決に向けて、計

画を立てたり、協力して運営し

たりする資質・能力を育成す

る。 

 よりよい学校生活を築くため

の体験的な活動を通して、集団

への所属感や連帯感を深め、主

体的に考えて実践できる資質・

能力を育成する。 

 よりよい学校生活を築くため

の体験的な活動を通して、集団

への所属感や連帯感を深め、公

共の精神を養いながら、主体的

に考えて実践できる資質・能力

を育成する。 

指
導
の
方
針 

楽しく豊かな学級生活づくり

のため、互いに尊重しよさを認

め合えるような人間関係を築か

せる。低学年では「仲良く助け

合おうとする人間関係」、中学年

では「協力し合おうとする人間

関係」、高学年では「信頼し支え

合おうとする人間関係」を重視

する。 

児童会の集団の特質を理解

し、楽しい学校生活づくりのた

めに、異年齢集団が仲良く、協

力し、信頼し支え合おうとする

人間関係を築いたり、集団の一

員という自覚と責任をもたせ、

自らすすんで取り組んだりする

態度を育てる。 

クラブの集団の特質を理解

し、より望ましい異年齢集団活

動として展開することや、発達

段階や経験の差を理解し、それ

ぞれのよさに目を向けて励まし

合える等、学年や学級が異なる

同好の児童が互いに協力し、信

頼し支え合おうとする人間関係

を築かせる。 

全校又は学年という大きな集

団において、学校生活を豊かな

実りあるものにするために、児

童が学級や学年を超えた様々な

児童と主体的に関わる中で、喜

びや苦労を分かち合いながら、

共通の目標を達成しようとする

人間関係を築かせる。 

主
な
指
導
内
容 

(１) 学級や学校の生活づくり 

組織づくり      等 

 

(２) 日常の生活や学習への適

応及び健康安全・集団ル

ールとマナーについて 

身の回りの整理整頓 等 

 

(３) 一人一人のキャリア形成

と自己実現 

学級のめあてづくり 

清掃活動について 

図書館利用について 等 

(１) 児童会活動の企画や運営 

委員会活動  

代表委員会     等 

 

(２) 異年齢集団による交流 

集会、１年生を迎える 

会、６年生を送る会 等 

 

 (３) 学校行事への協力 

運動会応援練習   等 

(１) クラブの計画や運営 

オリエンテーション 

年間計画作成    等 

 

(２) クラブを楽しむ 

技術の向上、ゲーム 等 

 

(３) クラブの成果の発表 

クラブ発表会    等 

 

(１) 儀式的行事 

入学式、卒業式、始業式 

終業式、修了式   等 

(２) 文化的行事 

学芸会       等 

(３) 健康安全･体育的行事 

健康診断、運動会  

避難訓練      等 

(４) 遠足、宿泊的行事 

移動教室、雪山体験教室 

等 

(５) 勤労生産、奉仕的行事 

地域清掃    等 

配
当
時
間 

各学年の配当時（時間） 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(1) １８ ２０ ２２ ２２ ２４ ２３ 

(2) ６ ５ ５ ５ ４ ４ 

(3) １０ １０ ８ ８ ７ ８ 
 

各学年の配当時間（時間） 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(1)    １１ １１ １１ 

(2) ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

(3) ３ ３ ３ ３ ３ ３ 
 

各学年の配当時間（時間） 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(1)   １ １ １ １ 

(2)    ９ ９ ９ 

(3)    １ １ １ 
 

各学年の配当時間（時間） 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(1) １１ １１ １１ １１ １１ ９ 

(2) ５ ５ ５ ５ ７ ７ 

(3) １６ １６ １６ ２０ ２０ ２０ 

(4) ６ ６ ６ ６ １４ １４ 

(5) ２ ２ ２ ２ ２ ２ 
 

他
の
教
育
活
動
と
の
関
連 

各
教
科 

各教科及び外国語活動と特別活動は共に支え合い、相互に補う関係にあることから、次のようなことに留意する。 

○ 話合い活動や言語による表現・発表など各教科及び外国語活動で得られた言語能力を、集団活動の場で総合的に生かし、発揮できる

ようにする。 

○ 特別活動での集団活動や体験的な活動を通して培われた協力的で自発的かつ自主的、実践的な態度や人間関係を各教科及び外国語活

動の学習の場で生かすようにする。 

特
別
の
教
科

道
徳 

特別活動と道徳の時間との特質を生かして、次のようなことに留意する。 

○ 特別の教科 道徳の時間に育成した道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を、特別活動の様々な場面で生かす。 

○ 特別活動の様々な活動において経験した、道徳的行為や道徳的な実践が、道徳的価値として自覚できるようにする。 

総
合
的
な 

学
習
の
時
間 

特別活動と総合的な学習の時間については、次のようなことに留意する。 

○ 特別活動と総合的な学習の時間の目標や内容を理解し、共通性があるものについては関連を図って指導する。 

○ 特に学校行事では、その活動がダイナミックになるようにする等、学校全体として体験活動が充実するようにする。 

なお、総合的な学習の時間における学習活動をもって相当する特別活動の学校行事に掲げる各行事の実施に替えることもある。 

家
庭
や 

地
域
と 

の
連
携 

○ 家庭や地域、社会教育施設等の関係機関等との連携を深め、家庭や地域社会の一員としての自覚をもたせる。 

○ 家庭や地域の方々との協力体制を築き、地域の人材やその教育力、自然や文化、伝統等の活用を図る。 

○ 地域の方々とのふれあいを深め、様々な交流を図る活動を積極的に実施する。 

備考     


